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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究は、がん化学療法におけるがん部への薬物の送達効率及び薬効の増強を目的としたがん微小

環境の性質の利用戦略に関して検討して、エンドセリン B 受容体作動薬を用いてナノ粒子のがん組

織への集積増強、がん性マクロファージが高発現する誘導型一酸化窒素合成酵素の基質であるアル

ギニンによる制癌剤のがん細胞殺傷効果の増強を見出している。また、制癌剤の薬効のアルギニン

による増強効果を利用するための治療剤系としてのアルギニン、ドキソルビシン内包ナノリポソー

ムを提案している。以上の成果は、創薬や医療の分野に大きく貢献する成果であり、材料工学の分

野に寄与するところが大きい。よって、本論文は、博士(工学)の学位論文に値するものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 


